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上野たかし 

加増みつ子､遠山ちえ子 
関戸  勇 ､小池えつ子 

6.18(土) 

午後 3 時～ 

取手駅東口 

     戦争させない・９条壊すな！総がかり取手行動実行委員会 
     戦争法廃止・立憲主義の回復を求める茨城県市民連合 

18才選挙権 選挙に行こうよ 

各地で評判の若者向けＪＣＰマガジン取手でも配布 

３日、取手駅東口で「共産党にしては斬新だ」と好

評のＪＣＰ(日本共産党)マガジンを帰宅途中の高校生

や青年に配布しました。日本共産党が作成した若者向

けパンフで「若者に投資を」「安心して働ける社会に」

などの２０ページ。志位和夫委員長と上智大教授の中

野晃一さんの対談も掲載されています。 

ご希望の方は連絡ください。 

６
・
５
総
が
か
り
大
行
動 

東
京
で
は
４
万
人 

 

「
明
日
を
決
め
る
の
は
私
た
ち
ー
政
治

を
変
え
よ
う
！
６
・
５
全
国
総
が
か
り
大

行
動
」
が
５
日
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
国
会
周
辺
３
か
所

で
野
党
の
代
表
や
各
界
・
各
分
野
の
著
名

人
が
ス
ピ
ー
チ
。
参
加
者
は
４
万
人
を
超

え
、
取
手
か
ら
は
農
水
省
前
の
ス
テ
ー
ジ

に
合
流
。
沖
縄
代
表
の
声
を
振
り
絞
っ
て

の
訴
え
が
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
右
翼
街

宣
車
が
大
音
響
を
流
し
て
妨
害
「
右
翼
は

帰
れ
」「
集
会
を
妨
害
す
る
な
」
と
コ
ー

ル
、
集
会
を
成
功 

さ
せ
ま
し
た
。 

全国注目の沖縄県議選。

５日投開票され、翁長与党

（共産、社民、社大、県民

ネットなど）は現有議席を

４名上回る２７議席を獲得

し躍進しました。翁長県政

与党の日本共産党は５議席

から１名増の６議席へと前

進。与党は沖縄県議会の定

数４８名中、２７名となり

ました。辺野古基地に反対

取手駅東口 バリアフリー化早く 

党取手市議団 国土交通省にＪＲ指導を要請  

 ６月６日加増・関戸・小池

市議は前鈴木市議と、ＪＲ取

手駅東口構内のエスカレー

ター・エレベーター設置に関

し国交省に対し「市民の安

全・利便性最優先で、早期設

置をＪＲに厳しく指導する

こと」を要請。紙智子参院議

員が同席しました。 

国交通省は、昨年６月取手市

議会での議決により実施し

た調査設計(委託料１０８０

万円)結果を踏まえ、現在、

市が検討中とした、東口構内

から千代田線ホームと、同ホ

ーム北側にエスカレーター

の設置を検討中と答えまし

た。利用頻度の少ない千代田

線にエレベーターを設置す

るだけでは、利用者の要求に

応えたバリアフリーの願い

には程遠いものです。日本共

産党は、バリアフリー化は、

鉄道事業者と所管する国交

省の責任であり、安全性・利

便性を兼ね備えたバリアフ

リー化の早期実現に指導官

庁としての役割を果たすこ

とを強く求めました。 

対
案
示
す
日
本
共
産
党
の
躍
進
で 

新
し
い
政
治
を 

参
院
選
（
６
月
22
日
公
示
、
７
月

10
日
投
票
）
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
先

の
沖
縄
選
挙
の
勝
利
に
続
き
参
院
選

で
も
、
市
民
と
野
党
が
勝
利
し
、
「
安

倍
政
治
の
暴
走
NO

！
と
退
陣
を
迫

る
」
待
ち
に
待
っ
た
選
挙
で
す
。
日
本

共
産
党
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
を

強
行
し
た
自
公
と
そ
の
補
完
勢
力
を

少
数
に
追
い
込
み
、「
安
倍
政
権
退
陣
」

の
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
選
挙

区
は
１
人
区
（
32
）
で
の
野
党
統
一

候
補
を
。
そ
し
て
茨
城
県
な
ど
複
数
区

で
は
日
本
共
産
党
の
議
席
確
保
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
比
例
区
で
は

沖
縄
県
議
選 

辺
野
古
基
地
反
対 

の翁長県政を支える与党の

力は大きく前進することに

なります。 

「オール沖縄」の勢力が

結集し県議選で勝利したこ

とは、近づく参院選で、安

倍政権の暴走と対決し政治

の転換を展望する全国での

「市民とオール野党に対す

る自公とその補完勢力」勝

利への強力な力となりま

す。地元沖縄タイ

ムスはこの結果を

「県議選で与党が

過半数を得たこと

は、参院選に影響

を与えることは必

至。辺野古の新基

地建設に反対をと

した『オール沖縄』

勢力の勝利は、県

民が改めて新基地

建設反対の民意を

示したこととな

る」（６/６付）と

報じました。 

翁長与党が安定多数維持  

 

「
全
国
は
１
つ
」
で
８
５
０
万
票
以

上
。
９
議
席
の
獲
得
に
挑
戦
し
ま
す
。

野
党
候
補
と
日
本
共
産
党
の
躍
進
で
、

国
民
の
声
で
動
く
政
治
へ
切
り
替
え

る
選
挙
と
し
ま
し
ょ
う
。 

 

※
今
回
の
参
院
選
。
参
院
の
定
数
は

２
４
２
で
、
半
数
の
１
２
１
議
席
が
３

年
ご
と
に
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
改
憲
勢

力
が
ね
ら
う
改
憲
発
議
に
必
要
な
３

分
の
２
議
席
と
す
る
に
は
今
回
78
議

席
獲
得
が
条
件
と
な
り
ま
す
。 

6 月 5 日、全国行動

で 

6 月 5 日、全国大行動(国会周辺で) 
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塩
川
衆
議
院
、
お
く
だ
・
小
林
両

予
定
候
補
を
囲
み
、
総
が
か
り
取
手

行
動
、
安
保
法
制
撤
廃
を
求
め
る
取

手
文
化
の
会
、
な
ど
の
市
民
の
方
々

と
の
懇
談
会
で
話
が
は
ず
み
ま
し

た
。「
増
税
先
送
り
で
、
年
金
・
社
会

保
障
の
財
源
は
？
」
、
「
将
来
年
金
を

も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
、

「
放
射
能
は
安
全
」
と
い
う
文
科
省

の
小
学
生
向
け
副
読
本
は
「
問
題
だ
」

と
思
っ
て
い
る
。「
小
林
節
さ
ん
の
今

取手市議会 ６月９日～23 日 日本共産党一般質問 

消費増税やめ、応能負担の公平な税制を 

安倍首相は１日、消費税率１０％への引き上げを先送りす

ると表明しました。消費税増税で、国民生活を破壊してきた

自らの失政を「世界経済のリスクが心配」など説明のすり替

えに、日本のみならず世界もあきれ顔です。参院選で問われ

るのは増税先送りの是非ではなく、アベノミクスと消費税増

税路線です。 

ところで今「消費税

率１０％への引き上げ

を先送りしたことで社

会保障の充実財源が不

足する」という議論が

マスコミ等で盛んにお

こなわれています。安

倍首相自身も「社会保

障への影響はありう 

る」などど「しゃあしゃあ」と答えています。 

これまで、政府は消費税増税の度に「社会保障の充実のた

め」と言ってきました。事実はどうでしょうか。福祉の充実

どころか、医療や、年金、生活保護などの社会保障の改悪が

進められ、その一方で、大企業・富裕層への減税や軍事費（今

年度は５兆円を突破）の増大です。 

日本共産党は「消費税増税延期ではなく増税はきっぱりと

断念し、税金は大企業や富裕層から負担能力に応じた税負担

を」と求めてきました。「アベノミクス」と増税路線への審判

は、参院選挙の大争点です。 

◇
吉
田
・
舟
山
保
育
所
・
公
民
館
等

施
設
統
合
や
め
よ
、
使
用
料
・
手

数
料
値
上
や
め
福
祉
向
上
。 

◇
桑
原
土
地
開
発
は
住
民
本
位
に
。

取
手
駅
東
口
構
内
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
促
進
。 

 

◇
地
域
包
括
ケ
ア
に
行
政
の
役
割
を

は
た
す
こ
と
。 

◇
国
保
税
引
き
下
げ
、
子
供
の
医
療

費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に
。 

 ◇
防
災
計
画
拡
充
、
東
海
第
２
原
発

の
廃
炉
求
め
よ
。 

◇
無
駄
な
水
源
開
発
霞
ケ
浦
導
水
事

業
か
ら
撤
退
せ
よ
。 

 ◇
待
機
児
童
解
消
は
正
規
保
育
士
の

増
員
・
待
遇
改
善
。 

◇
農
業
政
策
拡
充
、
生
活
道
路
整
備
、 

他
。 

遠山ちえ子 関戸 勇 小池えつ子 

 

６
月
４
日
、
市
内
で
行
わ
れ
た
日

本
共
産
党
演
説
会
。
初
め
て
参
加
の

人
、
戦
争
法
廃
止
で
活
動
す
る
人
等

２
０
０
人
の
参
加
者
で
会
場
は
超
満

員
。
近
づ
く
参
院
選
を
前
に
熱
気
の

あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。 

塩
川
て
つ
や
衆
院
議
員
、
お
く
だ

智
子
参
院
比
例
区
・
小
林
き
ょ
う
子

選
挙
区
予
定
候
補
が
参
院
選
政
策
、

野
党
共
闘
と
日
本
共
産
党
の
役
割
に

つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。
塩
川
氏
は
、

「
戦
争
法
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
原
発

度
の
動
き
を
ど
う
思
う
」
等
な
ど
意

見
交
換
。
米
軍
に
よ
っ
て
相
次
い
で

発
生
す
る
沖
縄
の
事
件
に
関
連
し
て

「
自
分
の
国
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

決
め
よ
う
」「
米
の
属
国
は
も
う
や
め

よ
う
」
と
訴
え
よ
う
等
、
活
発
な
質

問
・
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
塩

川
氏
ら
は
、
質
問
に
こ
た
え
「
格
差

を
た
だ
し
経
済
に
民
主
主
義
を
」
３

つ
の
チ
ェ
ン
ジ
ン
等
、
党
の
政
策
で

答
え
ま
し
た
。 

な
ど
の
安
倍
政
治
の
ゆ
が
み
の
根
本

に
財
界
と
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
政

治
が
あ
る
、
こ
れ
を
質
す
足
場
を
持

つ
日
本
共
産
党
の
躍
進
と
野
党
の
勝

利
を
」
と
呼
び
か
け
。
お
く
だ
氏
は

「
米
軍
人
の
沖
縄
女
性
死
体
遺
棄
事

件
は
絶
対
許
せ
な
い
、
そ
の
解
決
は

米
軍
基
地
を
な
く
す
こ
と
」
と
安
倍

内
閣
の
新
基
地
建
設
方
針
に
怒
り
を

込
め
ま
し
た
。
定
数
２
の
茨
城
選
挙

区
で
必
勝
を
期
す
小
林
氏
は
「
野
党

共
闘
は
、
15
件
の
法
案
共
同
提
出
に

も
広
が
っ
た
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
は
許
さ
な

い
」
と
訴
え
。
来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

総
が
か
り
取
手
行
動
実
行
委
員
会
代
表

の
遠
藤
俊
夫
さ
ん
か
ら
は
、
安
保
法
制
の

廃
止
へ
野
党
の
勝
利
と
日
本
共
産
党
へ

の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

熊本地震救援募金 

義援金・第 1 次と合わせ 1 億 2,840 万円 被災地へ 

日本共産党は志位和夫委員長、小池晃書記局長らが現地を

訪れて被害の大きい自治体と観光・農業団体などから要望を

お聞きするとともに、党に寄せられた救援募金を第 1 次の義

援金として７６０0 万円を届けしました。その後も多くの方

から次々と救援募金が寄せられ、今回第２次として５２４０

万円届けました。これまでと合わせ義援金総額は１億２８４

０万円となります。 

日本共産党に寄せられた救援募金は６月４日現在で１億４

３２１万７２２３円です。 (内、取手は、４２万５５８１円

です) 

６月９日 ６月１４日 

法人税の減収累計２５５兆円 

消費税累計２８２兆円 

加増みつ子 


